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研究要旨 
我々は、令和 1 度から 3 年度における「肝炎ウイルス感染状況の把握及び肝炎ウイルス排除への方策に資する
疫学研究」において令和 1 年度は、高齢者における Direct acting antivirals (DAAs)治療による C 型肝炎ウイル
ス(HCV)駆除による肝発がん抑制効果を評価した。本研究では 2014 年から 2017 年までに DAAs 治療を行い、
SVR を達成した 65 歳から 75 歳までの症例と対照として 1996 年から 2006 年に登録した 65 歳から 75 歳まで
の症例で HCV 持続陽性症例を用いてプロペンシティ スコア マッチにて背景を合わせて後ろ向きに肝発が
ん率を検討した。その結果 DAAs にて SVR となった症例からの 1,2 年発がん率は各々4.3%, 9.1%であったのに
対し、対照群における 1,2 年発がん率は各々2.5%, 7.0%で有意な違いは認めなかった(p=0.07)。以上の結果か
ら、現時点では 65 歳以上の高齢者において DAAs による HCV の駆除は、その後の肝発がんを抑制していると
は言えなかった。ただし、初期に治療された症例には、肝発がん高危険症例が多く含まれていた可能性があり、
最終的な DAAs の肝発がん抑制効果の評価にはもうしばらくの経過観察が必要と考えられた。令和 2 年度の
HCV に起因する非代償性肝硬変症に対するソフォスブビル＋ベルパタスビルの治療効果、安全性、および肝予
備能や臨床症状の改善に関する検討では、ソフォスブビル＋ベルパタスビルの治療で Child-Pugh class A:2 例、
B:24 例、C:6 例、合計 32 例の治療症例のうち全例が SVR12 を達成した。肝予備能の改善に関しては、評価し
えた 28 例中 10 例がスコアで 1 点、6 例が 2 点、2 例が 3 点の改善を認めた。しかし、9 例で改善がなく、1
例は悪化を認めた。患者背景をプロペンシティ-スコア マッチにより合わせて肝細胞癌を根治したのちに
DAAs を導入し HCV を駆除した症例における肝細胞癌の多中心性再発の頻度に関する検討では、根治術後に
DAAs でウイルスを駆除された症例での肝癌再発率は、ウイルスを駆除されなかった症例に比べて優位に低か
ったことが明らかとなった。令和 3 度の DAAs による HCV を駆除後の発癌頻度の発癌危険因子による層別化に
関する検討では、肝発癌の危険因子である男性、年齢 62 歳以上、r-GTP44 以上、FIB-4 index 4.6 以上を各々1
点とスコア化すると、HCV 駆除後の肝細胞癌の発生率は、危険因子スコアごとに層別化され、危険因子スコア
が低い方が、発がん率が低くかった。このため、危険因子スコア 0 点、1 点の症例のサーベイランスは 1 年に
1 回程度が妥当と考えられた。DAAs による初発肝細胞癌根治術後の予後延長効果に関する検討では、肝細胞
癌根治後に DAAs で HCV を駆除することで予後の改善が認められ、肝癌死、肝不全死のみならず、肝疾患以外
の死亡も抑制されることが明らかとなった。

A. 研究目的
近年、HBs 抗原陰性、HCV 抗体陰性の症例からの

肝発癌が増加傾向にあるが、HCV 持続感染は依然と
して本邦における肝発がんの強力な危険因子である。
近年、HCV は DAAs の導入により、約 97%と極めて
高率にしかも短期間に駆除できるようになった。し
かし、HCV 駆除後に発癌する症例が存在することも
事実である。さらに、本邦における肝発がんの特徴
の一つとして他国に比べ発がん年齢が高齢化してい

ることが挙げられる。Kanwal らは前向き試験で DAAs
により HCV が駆除された症例は、ウイルスが駆除さ
れなかった症例に比べて SVR 後の肝発がん率が低下
すると報告している。我々は 2018 度の多施設前向き
検討において、DAAs 治療前に肝細胞癌を発症してい
ない症例全体での 1,2,3 年発がん率は各々1.3%,2.9%,
4.9%であったが肝発癌の危険因子である、高齢、男
性、FIB-4 index 高値、r-GTP 高値を満たす症例での
1,2,3 年発がん率は各々7.9%,17.5%, 25.0%と高率で
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あることを報告した。本邦における肝発がんが高齢
化していることを考えると、高齢者に対し DAAs で
HCV を駆除することがどの程度肝細胞癌の発症抑制
に貢献しているかを明らかにすることは重要と考え
られる。また、肝細胞癌(HCC)を治療後に HCV を駆
除する機会も DAAs の導入後に飛躍的に増加した。
元来、HCC は根治術を施行しても高率に多中心性再
発することが知られている。従って、実臨書におい
て HCV の駆除が根治術後の肝細胞癌の再発予防や、
予後改善に寄与するか否かを検討することは重要で
あると考えられる。さらに、2018 年に導入された、
HCV 由来の非代償性肝硬変症に使用可能なソフォス
ブビル＋ベルパタスビルが非代償性肝硬変症におい
て HCV 駆除後に肝予備能や臨床症状がどのように改
善していくかの長期的観察に関する報告は乏しい。
従って、2019 年度から 2021 年度は、HCV に起因す
る非代償性肝硬変症に対するソフォスブビル＋ベル
パタスビルの実臨床における治療効果、安全性、お
よび肝予備能や臨床症状の改善に関する検討、高齢
者において DAAs にて、HCV が駆除された後の HCC
発症頻度の検討、DAAs にて HCV 駆除後の肝発癌に
関し、肝発癌に関与する危険因子 4 個を各々1 点と
し 0 点から 4 点に分けて各々のスコアで肝発がん率
が層別化できるかの検討、さらに、HCC 根治術後に
DAAs での HCV 駆除が HCC 再発率と予後に及ぼす影
響について比較した。 
 

B. 研究方法 
1. HCV に起因する非代償性肝硬変症に対するソフ
ォスブビル＋ベルパタスビルの実臨床における治
療効果、安全性、および肝予備能や臨床症状の改善
に関する検討 
a.症例 
久留米大学病院および関連の施設にてソフォスブビ
ル＋ベルパタスビルの治療を行った 32 例を対象と
した。 
b. 背景因子の検討 
治療効果、治療前および治療終了後の肝機能及び肝
予備能の変化、Child-Pugh score の変化、胸・腹水、
肝性脳症の変化、安全性・副作用の評価。 
C. 倫理面での配慮 
久留米大学の倫理委員会の承認を受けて検討を行っ
た。久留米大学倫理委員会承認番号：14178 

2.高齢者における DAAs 治療による HCV 駆除後の
肝発癌に関する多施設による後ろ向き検討(SAKS 
Study) 
a.症例 
久留米大学消化器内科、佐賀大学医療支援学講座江
口有一郎教授、産業医科大学第三内科原田大教授と
の多施設共同研究(SAKS study)にて各々の大学病院
と関連の 60 施設にて DAAs 治療を行った C 型慢性肝
疾患患者 4,040 例のうち SVR12 が得られ、その後の
追跡調査が可能であった 2,509 例を対象とした。 
b.検討項目 
65 歳以上の高齢者における肝発癌率の DAAs による
SVR 症例と HCV 陽性症例での比較。サブ解析として
65 歳から 69 歳と 70 歳から 75 歳までの年齢別での
肝発癌率の DAAs による SVR 症例と HCV 陽性症例で
の比較。慢性肝炎症例と肝硬変症例別の肝発癌率の
DAAs による SVR 症例と HCV 陽性症例での比較。プ
ロペンシティ-スコア マッチ後の肝発癌率の DAAs
による SVR 症例と HCV 陽性症例での比較。 
3.DAAs による HCV 駆除後の発癌頻度の発癌危険因
子による層別化に関する検討 
a.症例 
SAKS study group(久留米大学消化器内科、産業医科
大学第三内科、佐賀大学肝疾患医療支援学講座)で集
積された HCV の SVR 症例 4,943 例のうち DAAs 終了
後 6 カ月までの発がん無しで観察期間が 6 カ月以上
の症例 2,539 例を対象とした。男性は 1,036 名、女
性は 1,503 例であり、年齢は 67.5±11.5 歳であった。
肝発がんの危険因子である r-GTP は 48±61 IU/L, 
FIB-4 index は 3.7±2.9 であり、平均観察期間は 2.9±
1.5 年であった。 
b. 検討項目 
HCV 駆除後の HCC の経時的な発癌率.さらに、2018
年の本研究班において報告した、DAAs による HCV
駆除後の肝発がんの危険因子である高齢(62 歳以上)、
男性、FIB-4 index≧4.6、r-GTP≧44 の 4 つを各々1 点
とスコア化し、トータルのスコアが 0,1,2,3,4 点の症
例における経時的肝発がん率を検討した。 
4.HCC 根治治療後の DAAs による HCV 駆除が HCC
再発、予後延長に寄与するかに関する検討 
a. 症例 
対象はミラノ基準を満たす初発 HCC 症例のうち
2003 年から 2017 年までに久留米大学病院で肝切除
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術もしくはラジオ波焼灼療法で根治的治療を受けた
症例 485 例。このうち、43 例は 1 回目の HCC 根治
術後に DAAs 治療により HCV が駆除された。 
b.検討項目 
全症例の累積再発率、生存率、HCC 根治術後の再発
率、解析に用いた 485 例のうち根治術後に DAAs や
インターフェロンで HCV を駆除していない症例と
HCV 駆除療法を行うも駆除できなかった症例 442 例
を対照とし、プロペンシティ-スコア マッチにて背
景因子をそろえたのちに、累積再発率、生存期間、
HCC 根治術後の再発率を比較検討した。HCC 再発に
関与する因子、DAAs により HCV が駆除された症例
と HCV 感染が持続する症例での HCC 再発の比較につ
いて解析を行った。さらに、DAAs による HCV 駆除
の有無による死亡原因別の予後の変化に関しても検
討した。 
 
C. 研究成果 
1. HCV に起因する非代償性肝硬変症に対するソフ
ォスブビル＋ベルパタスビルの実臨床における治
療効果、安全性、および肝予備能や臨床症状の改善
に関する検討 
対象 32 症例のうち、HCV Genotype は 1 型が 24 例、
2 型が 8 例であった。治療前の肝予備能は、Child-Pugh 
score 6 点が 2 例、7 点が 6 例、8 点が 10 例、9 点が
8 例、10 点が 2 例、11 点が 2 例、13 点、14 点が各々
1 例ずつであった。治療した全例で HCV RNA の陰性
化が確認された。治療終了後 24 週目まで観察しえた
19 例においては、アルブミン値は治療終了後 12 週
目以降も有意に増加傾向を示した。プロトロンビン
時間は治療前と比べると有意差はなかった。治療前
に比べて Child-Pugh score の改善を認めた症例が 18
例、不変が 9 例、悪化が 1 例であった。改善した症
例のうち、score で 1 点改善が 10 例と最も多く、2
点が 6 例、3 点が 2 例であった。改善した項目は、
アルブミン値が 13 例、総ビリルビン値が 3 例、プロ
トロンビン時間が 3 例、腹水が 7 例であった。胸・
腹水は治療前に存在した 16 例のうち 7 例で軽快した。
肝性脳症に関しては、治療前に認められた 9 例のう
ち、4 例で認められなくなったが、5 例はその後も再
発が認められた。副作用は 10 例に認められ、その内
訳は、倦怠感が 2 例、悪心・嘔吐が 2 例、掻痒感が
2 例、感冒様症状が 2 例、頭痛が 1 例であった。さ

らに、治療中に静脈瘤の破裂による死亡が 1 例に認
められた。この症例は Child-Pugh score 14, MELD 
score 28 で肝移植を検討中の症例であった。 
2.高齢者における DAAs 治療による HCV 駆除後の
肝発癌に関する多施設による後ろ向き検討(SAKS 
Study) 
SAKS study に参加した各施設で DAAs を用いて治療
を行った症例 4,803 例で著効(SVR12)が確認され、そ
の後の経過観察が可能であった 2,509 例のうち DAAs
治療以前に肝細胞癌の既往のない症例は 2,185 例で
あった。このうち、2014 年 9 月から 2017 年 12 月
までに DAAs 導入され且つ年齢が 65 歳以上であった
症例数は 730 例であった。このうち男性は 252 例、
女性は 468 例であった。肝硬変と慢性肝炎は各々、
105 例、615 例であった。DAAs 治療時からの平均観
察期間 1.7±1.3 年の間に肝発癌を来した症例時は
730 例中 38 例(5.2%)であった。DAAs 治療前に肝細
胞癌を発症していない症例全体での 1,2 年発がん率
は各々2.4%,5.9%であった。一方、対照群の 1,2 年発
がん率は各々1.9%,5.7%で、両群間に有意差はなかっ
た(p=0.30)。DAAs 治療群と対照群間で多くの背景因
子に違いが認められたため、これらの背景因子をプ
ロペンシティ-スコア マッチによりそろえて肝発
癌率を比較しても、やはり両群間に有意差はなかっ
た(p=0.07)(図.1)。慢性肝炎で DAAs が導入され、SVR
となった症例 615 例の 1,2 年累積発がん率は各々、
1.3%, 3.5%であり、対照群 274 例の 1,2 年発がん率は
各 々 1.1%,2.6% で 、 両 群 間 に 有 意 差 は な か っ た
(p=0.14)。一方、肝硬変で DAAs が導入され、SVR と
なった症例 105 例の 1,2 年累積発がん率は各々、9.1%, 
17.1%であり、対照群 104 例の 1,2 年発がん率は各々
3.9%,15.4%で、やはり両群間に有意差はなかった
(p=0.12)。 
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図 1. プロペンシティ-スコア マッチ後
DAAs に よ り SVR と なっ た 後 の肝 発 癌 率と非
ウイルス駆除症例の肝発癌率の比較 

 
 

3.DAAs による HCV 駆除後の発癌頻度の発癌危険因
子による層別化に関する検討 
DAAs による HCV 駆除後の観察で 2,539 症例から観
察期間中に 123 症例(4.8%)で肝発癌が認められた。1
年、3 年、5 年発がん率は各々0.4%, 2.7%, 11.8%であ
った。 
次に、DAAs による HCV 駆除後の肝発がんの危険因
子である高齢(62 歳以上)、男性、FIB-4 index≧4.6、
r-GTP≧44 の 4 つを各々1 点とスコア化し、トータル
の危険因子スコアが 0,1,2,3,4 点の症例における観察
期間中の発がん率を検討した。スコア 0 点の症例 273
例中肝発癌をきたした症例は、わずか 2 例(0.7%)で
あり、スコア 1 点, 2 点, 3 点, 4 点の症例では各々、885
例中 21 例(2.4%), 886 例中 49 例(5.5%), 407 例中 38
例(9.3%), 88 例中 13 例(14.7%)に肝発癌が認められ
た。  
次に、危険因子スコア 0,1,2,3,4 点における各々の症
例の累積発がん率を検討した。その結果、DAAs によ
る HCV 駆除後の累積発がん率は、危険因子スコア 0
で最も低く、スコアが増えるに従い増加した(図.2 
p<0.001) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図.2 危険因子スコア別累積発癌率 

 
4.HCC 根治治療後の DAAs による HCV 駆除が HCC
再発、予後延長に寄与するかに関する検討 
全症例の累積再発率は、根治術後 1 年で 19.3%, 2 年
で 43.6%, 3 年で 59.5%であった。一方、累積生存率
は、5 年生存率が 69.7%, 10 年生存率が 39.5%, 15 年
生存率が 22.8%であった。HCC 根治術後の再発に関
する検討において、プロペンシティ-スコア マッチ
前では、DAAs による HCV 駆除例では 1,3,5 年再発率
が、各々9.3%, 48.9%, 69.8%であり、HCV 非駆除例で
は 1,3,5 年再発率が、各々24.3%, 70.0%, 81.7%で、有
意に DAAs で HCC 根治術後に HCV を駆除した症例の
方が、HCC の再発率は低かった。プロペンシティ-ス
コア マッチにて症例の背景を合わせたのちの検討
でも、HCV 駆除例では 1,3,5 年再発率が、各々7.4%, 
44.7%, 52.1%であり、HCV 非駆除例では 1,3,5 年再発
率が、各々24.4%, 59.6%, 76.5%で、こちらも有意に
DAAs で HCC 根治術後に HCV を駆除した症例の方が、
HCC の再発率は低かった(図 3.-a)。根治術後の HCC
の再発様式に関する検討では、DAAs にてウイルスを
駆除した症例では、肝予備能が良好であり、再発し
た腫瘍も単発例が多く、治療も切除やラジオ波焼灼
療法などの根治術が行えた症例が多かった。次に、
累積生存率において、プロペンシティ-スコア マッ
チ後では、HCC の根治術後に DAAs で HCV を駆除し
た症例の 1,3,5,7 年生存率は、各々100%, 94.3%, 
91.3%, 91.3%で、年間死亡率はわずか 2%あった(図 
3-b)。一方、HCV を駆除しなかった症例では、1,3,5,7
年生存率は、各々100%, 78.4%, 51.8%, 31.9%で、有
意に DAAs で HCV を駆除した症例群で予後が良好で
あった(図 3-b)。 
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図.3-a プロペンシティ-スコア マッチ後の HCC 累積
再発率 
 

 
 

 

図.3-b プロペンシティ-スコア マッチ後の HCC 累積
生存率 

 
 
死因に関する検討では、DAAs で HCV を駆除した症
例 60 例のうち観察期間に 4 例が死亡した。このうち
2 例は肝細胞癌死であり、残りの 2 例は肝疾患以外
の死亡であった。一方、HCV を駆除しなかった症例
169 例のうち、105 例が死亡した。このうち 53 例は
肝細胞癌死であり、21 例は肝不全死、残りの 28 例
は肝疾患以外の死亡であった。また、3 例は死因が不
明であった。 
 
 
 

D. 考察 
HCV に起因する非代償性肝硬変症に対するソフォ

スブビル＋ベルパタスビルの治療効果、安全性、お
よび肝予備能や臨床症状の改善に関する今回の実臨
床における検討において、32 例の治療症例のうち全
例が SVR12 を達成した。肝機能のうち AST, ALT, ア
ルブミンは有意に増加し、AFP は減少した。また、
治療終了後 24 週まで観察例では、治療終了後 12 週
から 24 週までアルブミン値と PT の持続的な改善を
認めた。肝予備能の改善に関しては、評価しえた 28
例中 18 例がスコアの改善を認めた。しかし、9 例で
改善がなく、1 例は悪化を認めた。竹原らが報告した
国内臨床試験の結果では、HCV が駆除されたのち 12
週後に Child-Pugh class B から class A へ改善がみられ
たのが 21%, class C から B への改善は 5%に認められ
た。一方、改善が認められなかったのは、class B で
72%, class B から class C への悪化は 2%に認められた。
慢性肝炎や代償性肝硬変においては DAAs にて C 型
肝炎ウイルスが駆除された症例ではほぼ 100%肝予
備能の改善を認めていたが、非代償性肝硬変症では、
肝予備能の改善が認められない症例が存在するばか
りでなく、悪化する症例も存在することが今回の検
討でも明らかとなった。今後さらに長期的観察で肝
予備能の改善がみられるのか否かが明らかになると
思われる。さらに今後の課題として、どのような症
例で肝予備能の改善が期待できるのかを明らかにす
る必要があると考えられた。 

高齢者における HCV 駆除後の肝発癌に関して、背
景因子を合わせた検討で HCV 駆除後 1,2 年発がん率
は、HCV が駆除されなかった同世代の対照症例に比
べ差が認められなかった。サブ解析として、65 歳か
ら 69 歳、70 歳から 75 歳に分けての検討でも同世代
の対照症例に比べて肝発がん率に差は認められなか
った。現在までに報告された DAAs 治療により SVR
となった症例と HCV が駆除されなかった症例におけ
る肝発がん率の比較は、前向き試験、後ろ向き試験
何れにおいても DAAs で HCV を駆除したほうが肝発
がん率が低下するという報告である。今回の検討結
果が、従来の報告と異なり DAAs 治療群と非治療群
間に肝発がん率に差が認められなかった理由として
考えられるのは二点あると思われる。一点目は、今
回の検討を高齢者に絞ったことである。現在、本邦
の肝発がん年齢は高齢化してきており、平均肝発が
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ん年齢は 70 歳を超えている。高齢は肝発がんの危険
因子の一つであることから、今回肝発がんのポテン
シャルの高い症例群に絞って検討した結果、HCV の
肝発がんへの影響が弱められた可能性が考えられる。
もう一点は、今回用いた症例に DAAs 導入初期の用
いられたダクラタスビル・アスナプレビル治療症例
が多く含まれていることである。DAAs 導入初期には
もともと肝発がんの危険性が高まっている進展した
肝疾患症例が多く含まれており、これらの症例から
の肝発がんが DAAs 治療諸油冷の肝発がん率を引き
上げている可能性である。よって、高齢者において、
HCV の駆除が肝発がんを抑制するのか否かの結論は、
もうしばらく経過を観察してから下したほうがいい
のかもしれない。 

次に、HCV 駆除症例からの肝発癌における危険因
子である、男性、年齢 62 歳以上、r-GTP44 以上、FIB-4 
index 4.6 以上を各々危険因子スコア 1 点として、ス
コア別に DAAs による HCV 駆除後の肝発癌率が増加
するかを検討した。その結果、いずれの危険因子で
も危険因子スコア 1 点の場合の肝発がん率に有意な
違いはなかった (data not shown)。唯一、危険因子
スコア 2 点において、男性で FIB-4 index 4.6 以上の
コホートと r-GTP 44 以上と FIB-4 index 4.6 以上のコ
ホートにおいて他の危険因子スコア 2 点のコホート
に比べて肝発がん率が高かったが、この理由は不明
である。危険因子スコア別の累積発がん率は危険因
子スコアの高いコホートで有意に高かった。危険因
子スコア 0 点もしくは 1 点のコホートでは、年間の
発がん率が 1%以下であり、このような症例における
肝細胞癌のサーベイランスは 1 年に 1 回で可能と考
えられる。反対に危険因子スコア 3-4 点の症例は、
HCV 駆除後も引き続き厳重なサーベイランスが必
要と考えられる。 

最後に HCC 根治治療後の DAAs による HCV 駆除が
再発抑制や予後延長に寄与するかに関する検討にお
いて、HCC 根治術後に DAAs にて HCV を駆除した症
例では、HCV を駆除しなかった症例に比べて、有意
に HCC の累積再発率が低く、累積生存率が良好であ
った。しかし、累積再発率に比べて累積生存率の差
が HCV 駆除群と非駆除群間で著しかったことから、
HCV 駆除例でもある一定の頻度で HCC の再発は起こ
るものの、サーベイランスが行き届いており、かつ
肝予備能が改善しているため、再発した HCC に対し

高頻度で根治術を施 
行しえたため、肝細胞癌死、肝不全死も抑制される
と考えられる。 
 
E.結論 

HCV に起因する非代償性肝硬変症に対するソフォ
スブビル＋ベルパタスビルの治療効果に関する検討
では、HCV 駆除後も肝予備能の改善が認められない
症例が存在するばかりでなく悪化する症例も存在す
ることが実臨床においても明らかとなった。高齢者
の DAAs 治療で HCV 駆除後の肝発癌に関する検討で
は、HCV 駆除後の発がん率は、HCV が駆除されなか
った同世代の対照症例に比べ差が認められなかった。 
DAAs による HCV 駆除後の発癌頻度の発癌危険因子
による層別化に関する検討では、危険因子スコア別
の累積発がん率は危険因子スコアの高いコホートで
有意に高かった。HCC 根治治療後の DAAs による HCV
駆除が HCC 再発、予後延長に寄与するかに関する検
討では、HCC 根治術後に DAAs にて HCV を駆除した
症例では、HCC の再発率が低く、生存率が良好であ
った。 
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（第 98 回日本消化器内視鏡学会総会）. 神戸市. 
2019/11/21 

138. 森 敦、吉岡慎一郎、桑木光太郎、山内亨介、
吉村哲広、森田 俊、荒木俊博、酒見亮介、光
山慶一、鳥村拓司. . . 炎症性腸疾患患者における
血清カルプロテクチンの検討. 第 10 回日本炎症
性腸疾患学会学術集会（JSIBD）. 福岡市. 
2019/11/29 

139. 吉村哲広、桑木光太郎、吉岡慎一郎、荒木俊博、
森田 俊、森 敦、山内亨介、水落建輝、光山
慶一、鳥村拓司. . . 小児〜若年炎症性腸疾患にお
ける内視鏡的活動度の指標としての便中カルプ
ロテクチンの意義. 第 10 回日本炎症性腸疾患学
会学術集会（JSIBD）. 福岡市. 2019/11/29 

140. 山崎 博、光山慶一、衣笠哲史、石原 潤、水
落建輝、溝口充志、秋葉 純、田中美穂、南小
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百合、高木考実、鳥越優子、石橋幹雄、多賀百
合、今井徹郎、荒木俊博、森田 俊、吉村哲広、
森 敦、山内亨介、桑木光太郎、吉岡慎一郎、
赤木由人、鳥村拓司. . . 久留米大学炎症性腸疾患
センター市民公開講座で実施したアンケート調
査に関する検討. 第 10 回日本炎症性腸疾患学会
学術集会（JSIBD）. 福岡市. 2019/11/29 

141. 酒見亮介、吉岡慎一郎、山内亨介、森 敦、吉
村哲広、森田 俊、荒木俊博、桑木光太郎、溝
口充志、宗 祐人、光山慶一、鳥村拓司. . . 炎症
性腸疾患患者における血中 Interleukin-22（IL22）
および IL22-binding protein（IL22BP）. 第 10 回
日本炎症性腸疾患学会学術集会（JSIBD）. 福岡
市. 2019/11/29 

142. 中村 徹、古賀浩徳、増田篤高、岩本英希、阪
上尊彦、鈴木浩之、鳥村拓司. . . 肝線維症モデル
マウスに対するヒト iPS 細胞由来肝細胞様細胞
及び血管内皮細胞を用いた新たな肝再生治療の
開発. 第 33 回肝類洞壁細胞研究会学術集会. 大
阪市. 2019/11/30 

143. 桑野 徹、宮島一郎、高木孝太、力武祐一郎、
桑原朝子、南野隆一、安倍弘彦、鳥村拓司. . . B
型慢性肝疾患に対するエンテカビル後発品への
切り替えによる有効性と安全性の検討. 第 43 回
日本肝臓学会西部会. 下関市. 2019/12/12 

144. 緒方 啓、堀まいさ、東恵理子、杉山 元、井
出達也、鳥村拓司. . . 当院におけるグレカプレビ
ル・ピブレンタスビル療法の治療成績. 第 43 回
日本肝臓学会西部会. 下関市. 2019/12/12 

145. 川口俊弘、井出達也、佐野有哉、天野恵介、桑
原礼一郎、有永照子、白地美紀、鳥村拓司. . . C
型慢性肝疾患における肝線維化マーカー（特に 
ELF スコア（ヒアルロン酸，PIIIP，TIMP-1））
の DAA 治療前後の推移と肝発癌に関する検討. 
第 43 回日本肝臓学会西部会. 下関市. 
2019/12/12 

146. 江田 誠、城野智毅、新関 敬、下瀬茂男、岩
本英希、岡村修祐、中野聖士、野田 悠、蒲池
直紀、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . 若手医
師症例報告奨励賞 若手 1 HCC 症例. Fontan 
術後肝疾患に発生した肝細胞癌に対し 
Low-dose FP 療法及び放射線療法で治療を行っ
た一例. 第 43 回日本肝臓学会西部会. 下関市. 
2019/12/12 

147. 佐野有哉、井出達也、鳥村拓司. シンポジウム(1). 
B 型肝炎治療の現状と新たな治療戦略. 当院に
おける核酸アナログ製剤による腎機能への影響
と ADV/TDF から TAF 切り替え後の腎・尿細
管機能およびリン代謝の評価. 第 43 回日本肝臓
学会西部会. 下関市. 2019/12/12 

148. 新関 敬、岩本英希、鳥村拓司. シンポジウム(3). 
肝癌診療の現状と展開. 分子標的療法の時代に
おける up to 7 基準外の進行肝細胞癌に対する 
New FP 療法の役割. 第 43 回日本肝臓学会西部
会. 下関市. 2019/12/12 

149. 川口 巧、山村咲良、鳥村拓司. シンポジウム(5). 
NASH と ASH，その診断と治療への対応. 肝硬度
上昇に関わる生活習慣：中等度飲酒と運動習慣
の意義. 第 43 回日本肝臓学会西部会. 下関市. 
2019/12/12 

150. 中村 徹、古賀浩徳、鳥村拓司. シンポジウム(8). 
肝移植と肝臓再生療法の最前線. 非代償性肝硬
変に対する末梢血 CD34 陽性細胞移植による
肝臓再生療法の現状. 第 43 回日本肝臓学会西部
会. 下関市. 2019/12/12 

151. 増田篤高、中村 徹、安倍満彦、岩本英希、阪
上尊彦、田中俊光、鈴木浩之、古賀浩徳、鳥村
拓司. . . TGFβ 阻害剤 galunisertib の肝硬変治療薬
としての基礎的研究. 第 5 回 G-PLUS. 東京. 
2019/12/14 

152. 岩本英希、下瀬茂男、新関 敬、津村紗代、中
野聖士、城野智毅、山口泰三、田中正俊、古賀
浩徳、鳥村拓司. . . 肝細胞癌に対するレンバチニ
ブ投与における有害事象出現時期と 
外来テレフォンフォローアップの重要性につい
て. 第 21 回日本肝がん分子標的治療研究会. 東
京. 2020/1/11 

153. 中野聖士、黒松亮子、新関 敬、岡村修祐、岩
本英希、下瀬茂男、城野智毅、野田 悠、蒲池
直紀、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 進行肝細胞癌に対
する分子標的一次治療の予後予測における好中
球/リンパ球比の有用性. 第 21 回日本肝がん分
子標的治療研究会. 東京. 2020/1/11 

154. 吉岡慎一郎、山内亨介、光山慶一、鳥村拓司. シ
ンポジウム（１）. 性差と消化器疾患. 炎症性腸
疾患合併妊娠の実際. 第 13 回日本性差医学・医
療学会学術集会. 久留米市. 2020/1/18 

155. Kawaguchi T, Yamamura S, Nakano D, Tomiyasu Y, 
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Yoshinaga S, Doi Y, Takahashi H, Anzai K, Eguchi Y, 
Torimura T. ワ−クショップ(3). Recent Advances 
in NASH Research ―from bench to bedside. 健診
受診者における肝線維化と小～中等度飲酒の関
連：shear wave elastography を用いた検討  
An Association between Mild-to-moderate 
Drinking and Hepatic Fibrosis Evaluated by Shear 
Wave Elastography in Health Check-up Examinees. 
第 39 回アルコール医学生物学研究会学術集会. 
東京. 2020/1/24 

156. 国武和也、川口俊弘、有永照子、森重 聡、佐
野有哉、天野恵介、桑原礼一郎、井出達也、鳥
村拓司. . . 原発性硬化性胆管炎の増悪時に自己
免疫性溶血性貧血の発症を認めた症例. 第 328
回日本内科学会九州地方会. 福岡市. 2020/1/25 

157. 田中寛士、南 真平、小林哲平、白地美紀、梶
原雅彦、小野典之、冨岡竜介、鳥村拓司. . . 治療
に難渋した若年性ポリポーシスの 1 例. 第 328
回日本内科学会九州地方会. 福岡市. 2020/1/25 

158. Torimura T. . . Current Status of Hepatic Arterial 
Infusion Chemotherapy. THE 24 TH International 
Symposium of Yonsei Institute of 
Gastroenterology. Avison Biomedical Research 
Center, Yonsei University Health System. 
2020/2/1 

159. Niizeki T, Iwamoto H, Shirono T, Shimose S, Koga 
H, Torimura T. . . Role of hepatic arterial infusion 
chemotherapy（New FP）for advanced HCC in the 
era of molecular target therapy . THE 24 TH 
International Symposium of Yonsei Institute of 
Gastroenterology. Avison Biomedical Research 
Center, Yonsei University Health System. 
2020/2/1 

160. 石井海人、内藤嘉紀、秋葉 純、谷川雅彦、矢
野博久、川口 巧、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 直腸
カルチノイドにおける INSM1 発現の検討. 第 12
回福岡県医学会総会. 福岡市. 2020/2/2 

161. 江田 誠、有永照子、井出達也、緒方 啓、桑
原礼一郎、天野恵介、川口俊弘、佐野有哉、新
関 敬、鳥村拓司. . . エンテカビル怠薬により
HBe 抗原のセロコンバージョンと肝不全へ進行
した B 型肝硬変の 1 例. 第 12 回福岡県医学会総
会. 福岡市. 2020/2/2 

162. Koga H, Imamura Y, Nakamura T, Iwamoto H, 
Sakaue T, Masuda A, Tanaka T, Nakano D, Suzuki H, 
Yano H, Torimura T. . . Opposite functions of 
Claudin-2 involving Wnt signaling in liver cancer 
cells. The（110th）Virtual Annual Meeting of the 
American Association for Cancer Research(AACR). 

WEB. 2020/4/27 
163. 堀まいさ、緒方 啓、吉村哲広、東恵理子、有

永照子、鳥村拓司. . . 仕事と子供と私ー時々、夫
ー. 第 115 回日本消化器病学会九州支部例会 
第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 
合同. 誌上開催. 2020/6/19 

164. 南 真平、向笠道太、福永秀平、中根智幸、長 
知徳、永田 務、大内彬弘、草場喜雄、荒木俊
博、秋葉 純、森 直樹、的場 吾、光山慶一、
鶴田 修、鳥村拓司. . . 食道原発悪性黒色腫の一
例. 第 115 回日本消化器病学会九州支部例会 
第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 
合同. 誌上開催. 2020/6/19 

165. 平井真吾、安元真希子、岡部義信、牛島知之、
深堀 理、島松 裕、鶴田 修、鳥村拓司. . . 膵
賜吻合部狭窄に対して経消化管（輸入脚）的膵
管ドレナージ術を行なった 1 例. 第 115 回日本
消化器病学会九州支部例会 第 109 回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会 合同. 誌上開催. 
2020/6/19 

166. 中根智幸、向笠道太、福永秀平、長 知徳、南 
真平、大内彬弘、永田 務、草場喜雄、光山慶
一、鶴田 修、鳥村拓司. . . AFP 産生胃癌の 2 例. 
第 115 回日本消化器病学会九州支部例会 第
109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合
同. 誌上開催. 2020/6/19 

167. 福永秀平、草場喜雄、荒木俊博、長 知徳、中
根智幸、永田 務、大内彬弘、向笠道太、秋葉 
純、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司. . . 超拡大内
視鏡と AI が潰瘍性大腸炎関連腫瘍のサーベイラ
ンスに有用であった一例. 第 115 回日本消化器
病学会九州支部例会 第 109 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 合同. 誌上開催. 
2020/6/19 

168. 田中寛士、中尾昴史、白地美紀、梶原雅彦、小
野典之、鳥村拓司. . . 大腸悪性狭窄に対して留置
した大腸ステントによって腸管穿孔をきたしか
けた一例. 第 115 回日本消化器病学会九州支部
例会 第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会 合同. 誌上開催. 2020/6/19 

169. 榊原重成、松垣 諭、宋 祐人、平塚裕也、武
田和大、別府剛志、寺部寛哉、酒見亮介、鳥村
拓司. . . 動脈塞栓術で止血しえた大腸憩室出血
の 1 例. 第 115 回日本消化器病学会九州支部例
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会 第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例
会 合同. 誌上開催. 2020/6/19 

170. 蒲池直紀、岡村修祐、安元真希子、野田 悠、
中野聖士、岡部義信、黒松亮子、鳥村拓司. . . 肝
内に非典型的画像所見を呈した IgG4 関連疾患の
一例. 第 115 回日本消化器病学会九州支部例会 
第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 
合同. 誌上開催. 2020/6/19 

171. 桑野 徹、山口翔太郎、宮崎 健、林 大樹、
豊増 靖、森田 拓、河野克俊、坂田研二、野
口和典、杉町圭史、鳥村拓司. . . 診断に苦慮した
胃 GIST 術後 32 年目に多発肝転移をきたした一
例. 第 115 回日本消化器病学会九州支部例会 
第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 
合同. 誌上開催. 2020/6/19 

172. 河野 隆、蒲池直紀、野田 悠、下瀬茂男、新
関 敬、岩本英希、城野智毅、岡村修祐、中野
聖士、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 肝原発
腺扁平上皮癌の 1 例. 第 115 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 109 回日本消化器内視鏡学
会九州支部例会 合同. 誌上開催. 2020/6/19 

173. 吉岡慎一郎、山内亨介、荒木俊博、鶴田耕三、
森田 俊、吉村哲広、森 敦、桑木光太郎、光
山慶一、鳥村拓司. シンポジウム（2）. IBD special 
situation における諸問題（消化器病・内視鏡）. 当
院における炎症性腸疾患合併妊娠の現状と問題
点. 第 115 回日本消化器病学会九州支部例会 
第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 
合同. 誌上開催. 2020/6/19 

174. 新関 敬、下瀬茂男、鳥村拓司. シンポジウム（3）. 
肝がん治療の最前線（消化器病）. 分子標的治療
薬の時代における進行肝細胞癌に対する TACE,
肝動注化学療法の役割. 第 115 回日本消化器病
学会九州支部例会 第 109 回日本消化器内視鏡
学会九州支部例会 合同. 誌上開催. 2020/6/19 

175. Sakaue T, Koga H, Iwamoto H, Imamura Y, 
Nakamura T, Masuda A, Tanaka T, Suzuki H, 
Ushijima T, Okabe Y, Torimura T. . . Pancreatic 
juice biomarker for detection of early stage 
pancreatic cancer using tumorspecific exosomal 
microRNAs. The（110th）Virtual Annual Meeting 
of the American Association for Cancer 
Research(AACR). WEB. 2020/6/22 

176. 鈴木浩之、岩本英希、中村 徹、増田篤高、阪
上尊彦、田中俊光、中野 暖、今村恭子、早川

政子、古賀浩徳、鳥村拓司. シンポジウム(1). 肝
免疫と微細環境. レンバチニブは肝細胞癌の免
疫微小環境を immune cold から hot へと変化
させる. 第 57 回日本消化器免疫学会総会. 誌上
開催. 2020/7/2 

177. 吉岡慎一郎、酒見亮介、光山慶一、荒木俊博、
鶴田耕三、森田 俊、吉村哲広、森 敦、山内
亨介、桑木光太郎、鳥村拓司. シンポジウム(1). 
肝免疫と微細環境. 新規血清バイオマーカーを
活動性指標とした炎症性腸疾患治療への試み. 
第 57 回日本消化器免疫学会総会. 誌上開催. 
2020/7/2 

178. 川口 巧、橋田竜騎、鳥村拓司. 合同シンポジウ
ム（1）. 日本動脈硬化学会・日本肝臓学会合同
シンポジウム. NAFLD/NASH における運動療法
の Systematic Review とハイブリッドトレーニン
グの有効性. 第 52 回日本動脈硬化学会総会・学
術集会. WEB. 2020/7/17 

179. 牛島知之、島松 裕、鶴田 修、鳥村拓司. . . 3
年間のステロイド維持療法後に投与を中止した
自己免疫性膵炎の再熱に関わる因子の検討. 第
106 回日本消化器病学会総会. WEB. 2020/8/11 

180. 阪上尊彦、岡部義信、石田祐介、安元真希子、
牛島知之、島松 裕、平井真吾、深堀 理、鳥
村拓司. . . 当院における胆管狭窄に対する経乳
頭的病理診断能の成績と問題点. 第 106 回日本
消化器病学会総会. WEB. 2020/8/11 

181. 川口俊弘、井出達也、鳥村拓司. . . 当院における
C 型非代償性肝硬変におけるソホスブビル/ベル
パタスビル（SOF/VEL）14 症例での治療効果・
副作用に関する検討. 第 106 回日本消化器病学
会総会. WEB. 2020/8/11 

182. 中野 暖、川口 巧、岩本英希、古賀浩徳、鳥
村拓司. . . SGLT2 阻害剤が NASH 関連肝癌マウス
モデルの腫瘍増殖と肝癌細胞の代謝におよぼす
影響：Multi-omics analysis. 第 106 回日本消化器
病学会総会. WEB. 2020/8/11 

183. 中村 徹、増田篤高、鳥村拓司. シンポジウム（1）. 
消化器疾患に対する再生医療の現状と展望. C 型
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市. 2020/11/5 

231. 岩本英希、下瀬茂男、新関 敬、中野聖士、城
野智毅、高田晃男、鈴木浩之、古賀浩徳、鳥村
拓司. . . 切除不能進行肝細胞癌に対するレンバ
チニブ 5 投 2 休法の基礎と臨床. 28th JDDW（第
24 回日本肝臓学会大会）. 神戸市. 2020/11/5 

232. 岡村修祐、下瀬茂男、新関 敬、蒲池直紀、野
田 悠、城野智毅、岩本英希、中野聖士、黒松
亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 造影 CT における
造影効果を含めた腫瘍因子からみたレンバチニ
ブの治療効果について. 28th JDDW（第 24 回日本
肝臓学会大会）. 神戸市. 2020/11/5 

233. 蒲池直紀、下瀬茂男、岩本英希、新関 敬、野
田 悠、城野智毅、岡村修祐、中野聖士、黒松
亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 当院における切除
不能進行肝細胞癌に対するラムシルマブの初期
使用経験. 28th JDDW（第 24 回日本肝臓学会大
会）. 神戸市. 2020/11/5 

234. 下瀬茂男、新関 敬、岩本英希、城野智毅、岡
村修祐、中野聖士、高田晃男、田中正俊、古賀
浩徳、鳥村拓司. . . TACE 不応肝細胞癌に対するレ
ンバチニブ療法と repeated TACE の有効性の比
較 傾向スコアを用いて. 28th JDDW（第 24 回日
本肝臓学会大会）. 神戸市. 2020/11/5 

235. 深堀 理、牛島知之、岡部義信、重藤宏太、田
中俊光、長主祥子、阪上尊彦、島松 裕、安元
真希子、三輪啓介、鶴田 修、鳥村拓司. . . 切除
不能局所進行膵癌に対する
Gemcitabine+nab-Paclitaxel 療法の単施設第 II 相
試験. 28th JDDW（第 56 回日本消化器病学会大
会）. 神戸市. 2020/11/5 

236. 中村 徹、増田篤高、鳥村拓司. シンポジウム
（２）. 消化器疾患に対する再生医療の応用. C
型非代償性肝硬変患者に対する自家末梢血
CD34 陽性細胞の経肝動脈投与による肝再生医
療研究. 28th JDDW（第 62 回日本消化器病学会大
会、第 100 回日本消化器内視鏡学会総会、第 24
回日本肝臓学会大会、第 18 回日本消化器外科学

会大会）. 神戸市. 2020/11/5 
237. 黒松亮子、井出達也、鳥村拓司. シンポジウム

(４). 肝炎ウィルス制御後の肝癌の実情と治療
戦略. 肝癌根治後の DAA を用いた HCV 排除が肝
癌再発に及ぼす影響. 28th JDDW（第 62 回日本消
化器病学会大会、第 24 回日本肝臓学会大会、第
18 回日本消化器外科学会大会）. 神戸市. 
2020/11/5 

238. Kawaguchi T, Takahashi H, Torimura T. 
International Session（Symposium）（１）. NAFLD 
/ NASH： 病態解明を目指した最新情報 2020
（NAFLD and NASH: Up-to-date 2020 for 
elucidation of pathology）. An association 
between CLDQ-NAFLD and brain-derived 
neurotrophic factor in Japanese patients with 
NAFLD. 28th JDDW（第 62 回日本消化器病学会大
会、第 24 回日本肝臓学会大会、第 58 回日本消
化器がん検診学会大会）. 神戸市. 2020/11/5 

239. 中野 暖、川口 巧、鳥村拓司. ワ−クショップ
（14）. NAFLD/NASH 治療の展望. 歩行と電気刺
激を用いたレジスタンス運動 Hybrid Training 
System (HTS)が NAFLD 患者の肝硬度におよぼす
影響：ランダム化比較試験. 28th JDDW（第 62
回日本消化器病学会大会、第 24 回日本肝臓学会
大会、第 58 回日本消化器がん検診学会大会）. 神
戸市. 2020/11/5 

240. 島松 裕、岡部義信、安元真希子、牛島知之、
平井真吾、深堀 理、谷川雅彦、内藤嘉紀、鶴
田 修、鳥村拓司. . . 当院の膵神経内分泌腫瘍
(PNEN)に対する EUS-FNA の診断能の後方視的
検討. 28th JDDW（第 62 回日本消化器病学会大
会）. 神戸市. 2020/11/5 

241. 平井真吾、安元真希子、岡部義信、牛島知之、
島松 裕、深堀 理、内藤嘉紀、鶴田 修、鳥
村拓司. . . 当院の通常型膵癌に対する腫瘍径別
にみた EUS-FNA の成績と問題点についての後方
視的検討. 28th JDDW（第 62 回日本消化器病学会
大会）. 神戸市. 2020/11/5 

242. Kawaguchi T, Eslam M, Yamamura S, Tsutsumi T, 
Nakano D, Yoshinaga S, Takahashi H, Anzai K, 
George J and Torimura T. . . MAFLD Exceeds 
NAFLD in Identification of Patients with 
Significant Hepatic Fibrosis. The Liver Meeting 
Digital Experience 2020（The 71th Annual 
Meeting of the American Association for the Study 
of Liver Diseases (AASLD)）. WEB. 2020/11/13 
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243. 蒲池直紀、下瀬茂男、岩本英希、新関 敬、野
田 悠、城野智毅、岡村修祐、中野聖士、黒松
亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 当院における切除
不能進行肝細胞癌に対するラムシルマブの初期
使用経験. 第 22 回日本肝がん分子標的治療研究
会. 金沢市. 2020/11/14 

244. 城野智毅、下瀬茂男、新関 敬、岩本英希、蒲
池直紀、野田 悠、岡村修祐、中野聖士、田中
正俊、古賀浩徳、鳥村拓司. . . レンバチニブにお
ける有害事象発現時期と有害事象による治療中
止に関わる因子の検討. 第 22 回日本肝がん分子
標的治療研究会. 金沢市. 2020/11/14 

245. 岩本英希、下瀬茂男、新関 敬、中野聖士、城
野智毅、鈴木浩之、岡村修祐、野田 悠、蒲池
直紀、山口泰三、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓
司. . . 切除不能進行肝細胞癌に対するレンバチ
ニブ Weekends-off 法（5 投 2 休法）の基礎と臨
床. 第 22 回日本肝がん分子標的治療研究会. 金
沢市. 2020/11/14 

246. 鈴木浩之、岩本英希、城野智毅、下瀬茂男、新
関 敬、山口泰三、蒲池直紀、野田 悠、岡村
修祐、中野聖士、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓
司. プレナリーセッション１. . レンバチニブ治
療後の⾎清 IGFBP-1 値の上昇は腫瘍内部の虚
⾎・低酸素を反映する. 第 22 回日本肝がん分子
標的治療研究会. 金沢市. 2020/11/14 

247. 下瀬茂男、田中正俊、新関 敬、岩本英希、城
野智毅、蒲池直紀、野田 悠、岡村修佑、中野
聖士、山口泰三、菅 偉哉、野口和典、黒松亮
子、古賀浩徳、鳥村拓司. プレナリーセッション
２. . BCLC B 肝細胞癌に対するレンバチニブ治
療：on demand IVR 療法の付加的意義（多施設共
同研究）. 第 22 回日本肝がん分子標的治療研究
会. 金沢市. 2020/11/14 

248. 増田篤高、中村 徹、古賀浩徳、鳥村拓司. . . NASH
モデルマウスに対する培養 CD34 陽性細胞移植
の抗線維化作用. 第 52 回日本臨床分子形態学会
総会・学術集会. WEB. 2020/12/3 

249. 古賀浩徳、阪上尊彦、増田篤高、中村 徹、矢
野博久、鳥村拓司. . . Wnt シグナル中枢転写因子
TCE-4 バリアントの癌細胞における高精度発現
解析. 第 52 回日本臨床分子形態学会総会・学術
集会. WEB. 2020/12/3 

250. 増田 裕、高田珠里、林めぐみ、佐々木望、松
隈則人、鳥村拓司. . . 前下膵十二指腸動脈瘤破裂
の治療後に十二指腸狭窄を来した一例. 第 116
回日本消化器病学会九州支部例会 第 110 回日
本消化器内視鏡学会九州支部例会 合同. WEB. 
2020/12/4 

251. 住江博明、住江修治、安倍満彦、則松 宏、鳥
村拓司. . . 胃型形質の低異型度分化型胃癌の一
例. 第 116 回日本消化器病学会九州支部例会 
第 110 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 
合同. WEB. 2020/12/4 

252. 長田修一郎、久賀征一郎、森田恭代、長田英輔、
光山慶一、鳥村拓司. . . 当院での高齢者と比較し
た若年者における虚血性腸炎の臨床的特徴. 第
116 回日本消化器病学会九州支部例会 第 110
回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合同. 
WEB. 2020/12/4 

253. 田中寛士、石井海人、山口翔太郎、南 真平、
渡邉裕次郎、草場喜雄、渡辺靖友、白地美紀、
梶原雅彦、小野典之、鳥村拓司. . . 当院で施行し
た大腸ステント留置の検討. 第 116 回日本消化
器病学会九州支部例会 第 110 回日本消化器内
視鏡学会九州支部例会 合同. WEB. 2020/12/4 

254. 菅原脩平、小林起秋、後藤諒介、深水 航、柴
田 翔、上野恵里菜、河野弘志、鶴田 修、光
山慶一、鳥村拓司. . . HCV のウイルス学的著効
（SVR）後に多発肝細胞癌を発症した 1 例. 第
116 回日本消化器病学会九州支部例会 第 110
回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合同. 
WEB. 2020/12/4 

255. 酒井味和、野田 悠、岡村修祐、新関 敬、岩
本英希、城野智毅、下瀬茂男、三原勇太郎、草
野弘宣、蒲池直紀、中野聖士、黒松亮子、古賀
浩徳、鳥村拓司. . . 肝原発腺扁平上皮癌の 1 例. 
第 116 回日本消化器病学会九州支部例会 第
110 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合
同. WEB. 2020/12/4 

256. 大浦路子、井出達也、緒方 啓、堀まいさ、江
森啓悟、鳥村拓司. . . 小腸出血、食道静脈瘤、門
脈血栓を併発した原発性胆汁性胆管炎の一例. 
第 116 回日本消化器病学会九州支部例会 第
110 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合
同. WEB. 2020/12/4 

257. 高木孝太、宮島一郎、桑原朝子、力武祐一郎、
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桑野 徹、南野隆一、安倍弘彦、鳥村拓司、木
村 有. . . 膵癌の浸潤による横行結腸閉塞に対
して金属ステントを挿入後、早期に閉塞を来た
した 1 例. 第 116 回日本消化器病学会九州支部
例会 第 110 回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会 合同. WEB. 2020/12/4 

258. 吉尾智一、野口和典、坂田研二、河野克俊、豊
増 靖、森田 拓、林 大樹、宮崎 健、桑野 
徹、河野 隆、西村 拓、田宮芳孝、鳥村拓司. . . 
偽膜性腸炎にクリプトスポリジウム症を併発し
た 1 例. 第 116 回日本消化器病学会九州支部例
会 第 110 回日本消化器内視鏡学会九州支部例
会 合同. WEB. 2020/12/4 

259. 下河邉尭、酒井味和、城野智毅、新関 敬、岩
本英希、下瀬茂男、蒲池直紀、野田 悠、岡村
修佑、中野聖士、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓
司. . . 肝細胞癌脾転移に対して、造影超音波検査
での経過観察が有用であった一例. 第 116 回日
本消化器病学会九州支部例会 第 110 回日本消
化器内視鏡学会九州支部例会 合同. WEB. 
2020/12/4 

260. 大田 諭、新関 敬、酒井味和、牛島知之、岩
本英希、下瀬茂男、城野智毅、岡村修祐、野田 
悠、蒲池直紀、中野聖士、黒松亮子、古賀浩徳、
鳥村拓司. . . 造影超音波検査で胆管内腫瘍栓の
確定診断に至り、集学的治療を行った一例. 第
116 回日本消化器病学会九州支部例会 第 110
回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合同. 
WEB. 2020/12/4 

261. 佐野有哉、川口俊弘、井出達也、天野恵介、桑
原礼一郎、有永照子、鳥村拓司. ワ−クショップ
(２). 肝炎診療の現在と未来. 当院・関連施設に
おける C 型非代償性肝硬変に対するソホスブ
ビル / ベルパタスビルの治療効果の検討. 第
116 回日本消化器病学会九州支部例会 第 110
回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合同. 
WEB. 2020/12/4 

262. 寺部寛哉、岡部義信、宋 祐人、鳥村拓司. ワ−
クショップ(４). 胆膵領域における診断と治療
の進歩. Roux-en Y 再建腸管例に対するショート
タイプのダブルバルーンとシングルバルーン. 
第 116 回日本消化器病学会九州支部例会 第
110 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 合
同. WEB. 2020/12/4 

263. 森田 俊、鶴田耕三、荒木俊博、吉村哲広、山
崎 博、桑木光太郎、吉岡慎一郎、竹田津英稔、
光山慶一、鳥村拓司. . . 慢性大腸炎モデルに対す
る青黛の有効性と作用機序についての検討. 第
11 回日本炎症性腸疾患学会学術集会（JSIBD）. 
WEB. 2020/12/5 

264. 酒見亮介、吉岡慎一郎、森田 拓、森田 俊、
鶴田耕三、森 敦、吉村哲広、荒木俊博、桑木
光太郎、宗 祐人、光山慶一、鳥村拓司. . . 炎症
性腸疾患における血清 LRG 測定の有用性につい
ての検討. 第 11 回日本炎症性腸疾患学会学術集
会（JSIBD）. WEB. 2020/12/5 

265. 岩本英希、鈴木浩之、阪上尊彦、今村恭子、早
川政子、中村 徹、増田篤高、田中俊光、古賀
浩徳、鳥村拓司. . . 肝細胞癌における癌血管特異
的 micro RNA を利用した血管新生抑制治療. 第
34 回肝類洞壁細胞研究会学術集会. 久留米市. 
2020/12/17 

266. 鈴木浩之、岩本英希、中村 徹、増田篤高、阪
上尊彦、田中俊光、今村恭子、早川政子、古賀
浩徳、鳥村拓司. . . HCC に対する分子標的治療が
腫瘍免疫微小環境に与える影響の検討. 第 34 回
肝類洞壁細胞研究会学術集会. 久留米市. 
2020/12/17 

267. 増田篤高、中村 徹、岩本英希、鈴木浩之、阪
上尊彦、田中俊光、古賀浩徳、鳥村拓司. . . NASH 
モデルマウスにおける培養 CD34 陽性細胞移植
療法の抗線維化作用の検討. 第 34 回肝類洞壁細
胞研究会学術集会. 久留米市. 2020/12/17 

268. 岡村修祐、下瀬茂男、新関 敬、蒲池直紀、野
田 悠、城野智毅、岩本英希、中野聖士、黒松
亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 造影 CT における
造影効果を含めた腫瘍因子からみたレンバチニ
ブの治療効果について . 第 56 回日本肝癌研究
会. 大阪市. 2020/12/22 

269. 野田 悠、酒井味和、三原勇太郎、岡村修祐、
蒲池直紀、中野聖士、城野智毅、下瀬茂男、岩
本英希、新関 敬、草野弘宣、黒松亮子、古賀
浩徳、鳥村拓司. . . 肝原発腺扁平上皮癌の 1 例 . 
第 56 回日本肝癌研究会. 大阪市. 2020/12/22 

270. 岩本英希、新関 敬、下瀬茂男、中野聖士、城
野智毅、鈴木浩之、岡村修祐、野田 悠、蒲池
直紀、山口泰三、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 切除不
能進行肝細胞癌に対するレンバチニブ
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Weekends-off 法(5 投 2 休法)の試み. 第 56 回日
本肝癌研究会. 大阪市. 2020/12/22

271. 鈴木浩之、岩本英希、城野智毅、下瀬茂男、新
関 敬、山口泰三、蒲池直紀、野田 悠、岡村
修祐、中野聖士、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓
司. . . レンバチニブ治療後の血清 IGFBP-1値の上
昇は腫瘍内虚血を反映する . 第 56 回日本肝癌
研究会. 大阪市. 2020/12/22

272. 蒲池直紀、下瀬茂男、岩本英希、新関 敬、中
野聖士、岡村修祐、城野智毅、野田 悠、黒松
亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 当院における切除
不能進行肝細胞癌(HCC)に対するラムシルマブ
の初期使用経験. 第 56 回日本肝癌研究会. 大阪
市. 2020/12/22

273. 城野智毅、新関 敬、岩本英希、下瀬茂男、古
賀浩徳、鳥村拓司. . . 肝細胞癌に対する
Balloon-Occluded TACE と Coventional TACE の
TE4 結節の比較. 第 56 回日本肝癌研究会. 大阪
市. 2020/12/22

274. 下瀬茂男、田中正俊、新関 敬、岩本英希、城
野智毅、蒲池直紀、野田 悠、岡村修祐、中野
聖士、山口泰三、菅 偉哉、野口和典、黒松亮
子、古賀浩徳、鳥村拓司. パネルディスカッショ
ン(2). 経動脈的治療における進歩と個別化 .
BCLC B 肝細胞癌に対するレンバチニブ、IVR 療
法の Alternation Therapy の意義. 第 56 回日本肝
癌研究会. 大阪市. 2020/12/22

275. 新関 敬、下瀬茂男、鳥村拓司. ワ−クショップ
(1). 高度進行肝細胞癌に対する集学的治療の展
開 . 進行肝細胞癌に対する New FP 療法の予後
良好群の設定、及び分子標的治療薬の介入の意
義. 第 56 回日本肝癌研究会. 大阪市.
2020/12/22

276. 牛島知之、岡部義信、島松 裕、平井真吾、深
堀 理、安元真希子、鶴田 修、鳥村拓司. . . 急
性膵炎後の膵周囲液体貯留に対する EUS 下経
消化管的ドレナージ術の検討. 第 51 回日本膵臓
学会大会. WEB. 2021/1/8

277. 宮川はるか、佐野有哉、桑原礼一郎、川口俊弘、
天野恵介、有永照子、井出達也、池上 徹、鳥
村拓司. . . 生体肝移植術後早期から、内科にて遷
延する肝障害の原因検索と加療を行った 1 例.
第 332 回日本内科学会九州地方会. WEB.
2021/1/9

278. 川口 巧、鳥村拓司. . . 代謝異常と中等度飲酒が
脂肪肝患者の肝線維化におよぼす影響. 第 40 回
アルコール医学生物学研究会学術集会. WEB.
2021/1/29 

279. 蒲池直紀、岡村修祐、黒松亮子、酒井味和、野
田 悠、中島 収、鳥村拓司. . . 神経内分泌腫瘍
の肝転移巣における造影超音波所見の検討. 第
34 回日本腹部造影エコー・ドプラ診断研究会.
WEB. 2021/3/27

280. 酒井味和、牛島知之、寺部寛哉、岡部義信、平
井真吾、島松裕、黒松亮子、鳥村拓司. . . 自己免
疫性膵炎に合併した硬化性胆管炎に対し造影超
音波検査を施行した２例. 第 34 回日本腹部造影
エコー・ドプラ診断研究会. WEB. 2021/3/27

281. 川口 巧、中野 暖、鳥村拓司. シンポジウム（3）.
糖尿病と消化器疾患. SGLT2 阻害剤が肝細胞がん
におよぼす影響. 第 11 回肥満と消化器疾患研究
会. 東京. 2021/4/14

282. 井出達也、天野恵介、鳥村 拓司. . . 肝疾患専門
医療機関における肝炎ウイルス陽性者拾い上げ
システムの状況. 第 107 回日本消化器病学会総
会. WEB. 2021/4/15

283. 森田 俊、鶴田耕三、荒木俊博、山崎 博、桑
木光太郎、吉岡慎一郎、竹田津英稔、光山慶一、
鳥村拓司. . . 慢性大腸炎モデルに対する青黛の
有効性と肺高血圧症発症についての検討. 第
107 回日本消化器病学会総会. WEB. 2021/4/15

284. 荒木俊博、山崎 博、森田 俊、鶴田耕三、吉
村哲広、桑木光太郎、吉岡慎一郎、竹田津英稔、
光山慶一、鳥村拓司. . . ラット腸炎モデルに対す
る自己組織化ハイドロゲル局所投与の有効性と
作用機序. 第 107 回日本消化器病学会総会. WEB.
2021/4/15

285. 増田篤高、中村 徹、鳥村拓司. ワ−クショップ
（1）. 消化器領域における再生医療：基礎的研
究の最前線. 培養 CD34 陽性細胞は NASH モデル
脂肪肝に生着し肝線維化を抑制する. 第 107 回
日本消化器病学会総会. WEB. 2021/4/15

286. 吉岡慎一郎、光山慶一、鳥村拓司. ワ−クショッ
プ（12）. 消化管の希少疾患：診療の現状と問題
点. 自己炎症性疾患における下部消化管病変に
ついての検討. 第 107 回日本消化器病学会総会.
WEB. 2021/4/15

287. 川口 巧、中野 暖、鳥村拓司. ワ−クショップ
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（3）. 消化器疾患と神経系の臓器相関. MAFLD
患者における activity と脳由来神経栄養因子
（BDNF）の関連. 第 107 回日本消化器病学会総
会. WEB. 2021/4/15 

288. 島松 裕、岡部義信、牛島知之、平井真吾、寺
部寛哉、内藤嘉紀、鳥村拓司. . . 自己免疫性膵炎
切除 4 例における EUS 所見と摘出病理所見の対
比. 第 101 回日本消化器内視鏡学会総会. 広島
市. 2021/5/14 

289. 平井真吾、岡部義信、安元真希子、内藤嘉紀、
牛島知之、寺部寛哉、島松 裕、鳥村拓司. . . 通
常型膵癌に対する EUS-FNA の腫瘍径別成績と偶
発症に関する後方視的検討. 第 101 回日本消化
器内視鏡学会総会. 広島市. 2021/5/14 

290. 牛島知之、岡部義信、島松 裕、平井真吾、寺
部寛哉、鳥村拓司. . . 当院における小児 ERCP の
検討. 第 101 回日本消化器内視鏡学会総会. 広
島市. 2021/5/14 

291. 寺部寛哉、岡部義信、宗 祐人、牛島知之、平
井真吾、島松 裕、榊原重成、佐々木 優、鳥
村拓司. . . Roux-en Y 再建腸管例に対する 2 種の
ショートタイプバルーン内視鏡を用いた ERCP
関連手技の後方視的比較検討. 第 101 回日本消
化器内視鏡学会総会. 広島市. 2021/5/14 

292. 山村咲良、川口 巧、Mohammed Eslam、堤 翼、
中野 暖、吉永しのぶ、高橋宏和、安西慶三、Jacob 
George、鳥村拓司. . . 脂肪肝の新診断基準「代謝
異常関連脂肪肝（MAFLD）」の検証：非肥満
MAFLD における pre-diabetes の意義. 第 7 回肝
臓と糖尿病・代謝研究会. WEB. 2021/5/21 

293. 蒲池直紀、中野聖士、黒松亮子、岡村修祐、野
田 悠、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 造影超音波検査
を用いた進行肝細胞癌に対するレンバチニブの
早期効果判定. 日本超音波医学会第 94 回学術集
会. . 2021/5/21 

294. 野田 悠、岡村修祐、黒松亮子、中野聖士、蒲
池直紀、中島 収、鳥村拓司. . . 肝細胞腺腫の超
音波像の検討. 日本超音波医学会第 94 回学術集
会. . 2021/5/21 

295. 鈴木浩之，城野智毅，新関 敬，岩本英希，下
瀬茂男，古賀浩徳，鳥村拓司. . . Fontan 術後肝細
胞癌に対し low dose FP 療法および放射線治療
が奏効した 1 例. 第 333 回日本内科学会九州地

方会. WEB. 2021/6/5 
296. 川口俊弘、岩尾直樹、斉東京禄、後藤諒介、向

坂健秀、相野 一、前川隆一郎、鳥村拓司. . . 当
院における C 型慢性肝疾患に対するグレカプ
レビル / ピブレンタスビル併用療法の有効性
と安全性. 第 117 回日本消化器病学会九州支部
例会/第 111 回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会. WEB. 2021/6/11 

297. 安倍満彦、住江修治、則松 宏、住江博明、鳥
村拓司. . . 転移性肝神経内分泌腫瘍の原発巣同
定にソマトスタチン受容体シンチグラフィが有
用であった一例. 第 117 回日本消化器病学会九
州支部例会/第 111 回日本消化器内視鏡学会九
州支部例会. WEB. 2021/6/11 

298. 平井真吾、岡部義信、牛島知之、寺部寛哉、島
松 裕、鳥村拓司、室屋大輔、奥田康司. . . 経乳
頭及び EUS ガイド下アプローチによるマルチ
ステンティングが有用であった非切除肝門部胆
管癌の１例. 第 117 回日本消化器病学会九州支
部例会/第 111 回日本消化器内視鏡学会九州支
部例会. WEB. 2021/6/11 

299. 河野 隆、吉尾智一、桑野 徹、宮崎 健、豊
増 靖、森田 拓、河野克俊、福森一太、坂田
研二、名嘉眞陽平、笹原弘子、末吉 晋、野口
和典、鳥村拓司. . . 貧血の原因となった出血性小
腸腫瘍の一例. 第 117 回日本消化器病学会九州
支部例会/第 111 回日本消化器内視鏡学会九州
支部例会. WEB. 2021/6/11 

300. 牛島知之、岡部義信、島松 裕、平井真吾、寺
部寛哉、鳥村拓司. . . 遠位悪性胆管狭窄に対する
ダックビル型胆管ステントの使用経験. 第 117
回日本消化器病学会九州支部例会/第 111 回日
本消化器内視鏡学会九州支部例会. WEB. 
2021/6/11 

301. 井上博人、江森啓悟、久永 宏、於保和彦、鳥
村拓司. . . 十二指腸静脈瘤（出血・治療症例）の
トータルマネージメント. 第 117 回日本消化器
病学会九州支部例会/第 111 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会. WEB. 2021/6/11 

302. 福永秀平、光山慶一、鳥村拓司. . . Metabolic 
dysfunction-associated fatty liver は大腸腺腫症
の発生と関連がある. 第 117 回日本消化器病学
会九州支部例会/第 111 回日本消化器内視鏡学
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会九州支部例会. WEB. 2021/6/11 
303. 中尾昂史、森敦、桑原朝子、高木浩史、住江修

治、宮島一郎、南野隆一、安倍弘彦、鳥村拓司. . . 
CT・MRI 検査にて悪性腫瘍との鑑別が困難であ
った肝膿瘍の症例. 第 117 回日本消化器病学会
九州支部例会/第 111 回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会. WEB. 2021/6/11 

304. 下河邉堯、新関 敬、下瀬茂男、岩本英希、城
野智毅、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 集学
的治療により長期生存が得られている肝細胞癌
両側副腎転移の一例. 第 117 回日本消化器病学
会九州支部例会/第 111 回日本消化器内視鏡学
会九州支部例会. WEB. 2021/6/11 

305. 吉田佑輔、新関 敬、宮里けい、城野智毅、下
瀬茂男、岩本英希、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村
拓司. . . 集学的治療により長期生存が得られた
肝細胞癌右房内腫瘍塞栓の一例. 第 117 回日本
消化器病学会九州支部例会/第 111 回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会. WEB. 2021/6/11 

306. 渡邉優征、鶴田 修、渡辺大将、菅原脩平、深
水 航、柴田 翔、上野恵里奈、河野弘史、光
山慶一、鳥村拓司. . . Cytological dysplasia を伴う
大腸広基性鋸歯状病変（SSLD）の一例. 第 117
回日本消化器病学会九州支部例会/第 111 回日
本消化器内視鏡学会九州支部例会. WEB. 
2021/6/11 

307. 渡邉優征、鶴田 修、渡辺大将、菅原脩平、深
水 航、柴田 翔、上野恵里奈、河野弘志、光
山慶一、鳥村拓司. . . Cytological dysplasia を伴う
大腸広基性鋸歯状病変（SSLD）の一例. 第 117
回日本消化器病学会九州支部例会/第 111 回日
本消化器内視鏡学会九州支部例会. WEB. 
2021/6/11 

308. 石井海人、山口翔太郎、草場喜雄、白地美紀、
榊原雅彦、小野典之、鳥村拓司. . . 診断に苦慮し
た硬化性胆管炎の一例. 第 117 回日本消化器病
学会九州支部例会/第 111 回日本消化器内視鏡
学会九州支部例会. WEB. 2021/6/11 

309. 堤 翼、川口 巧、鳥村拓司. ワ−クショップ（3）. 
生活習慣と関連する消化器疾患の新たな展開. 
脂肪肝の新診断基準 MAFLD(Metabolic 
Dysfunction-Associated Fatty Liver 
Disease) と NAFLD の心血管リスクに関する検
討. 第 117 回日本消化器病学会九州支部例会/第

111回日本消化器内視鏡学会九州支部例会. WEB. 
2021/6/11 

310. 吉村哲広、桑木光太郎、竹田津英稔、吉岡慎一
郎、福永秀平、森 敦、森田 俊、鶴田耕三、
荒木俊博、山崎 博、酒見亮介、光山慶一、鳥
村拓司. ワ−クショップ（4）. 腸肝相関からみた
消化器疾患の病態解明と治療の展開. 炎症性腸
疾患における新規血清バイオマーカー 
Leucine-rich α2 Glycoprotein の臨床的意義. 第
117 回日本消化器病学会九州支部例会/第 111 回
日本消化器内視鏡学会九州支部例会. WEB. 
2021/6/11 

311. 堤 翼、川口 巧、山村咲良、中野 暖、鳥村
拓司. . . 脂肪肝の新診断基準 MAFLD（Metabolic 
Dysfunction-Associated Fatty Liver Disease）と
NAFLD の経年的な肝線維化進展の診断能. 第
57 回日本肝臓学会総会. 北海道. 2021/6/17 

312. 鈴木浩之、岩本英希、中村 徹、増田篤高、阪
上尊彦、田中俊光、中野 暖、新関 敬、中野
聖士、岡村修祐、下瀬茂男、城野智毅、野田 悠、
蒲池直紀、黒松亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . 肝
細胞癌に対するレンバチニブ治療のバイオマー
カー探索および耐性獲得に関与する IGFBP-1 に
ついての検討. 第 57 回日本肝臓学会総会. 北海
道. 2021/6/17 

313. 中村 徹、増田篤高、岩本英希、鈴木浩之、田
中俊光、阪上尊彦、古賀浩徳、鳥村拓司. . . QOL 改
善を目指した自家末梢血 CD34 陽性細胞移植
による肝硬変治療開発. 第 57 回日本肝臓学会総
会. 北海道. 2021/6/17 

314. 下瀬茂男、新関 敬、岩本英希、城野智毅、蒲
池直紀、野田 悠、岡村修祐、中野聖士、黒松
亮子、古賀浩徳、鳥村拓司. . . BCLC B 肝細胞癌
におけるレンバチニブ療法の post-progression 
survival 及び post treatment の検討. 第 57 回日
本肝臓学会総会. 北海道. 2021/6/17 

315. 川口 巧、山村咲良、鳥村拓司. シンポジウム（3）. 
NASH 診療の現状と今後の課題. Metabolic 
associated fatty liver disease（MAFLD）と NAFLD 
の肝線維化診断能の比較検討. 第 57 回日本肝臓
学会総会. 北海道. 2021/6/17 

316. 天野恵介、井出達也、鳥村拓司. パネルディスカ
ッション(3). 肝炎ウイルス制御下の発癌と諸問
題 
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. エンテカビル投与例における B 型肝炎ウイル
ス制御下肝発癌の検討. 第 57 回日本肝臓学会総
会. 北海道. 2021/6/17 

317. 岩本英希、古賀浩徳、鳥村拓司. パネルディスカ
ッション（6）. 進行肝癌の薬物療法の臨床成績
と問題点. 肝細胞癌に対する肝動注化学療法 
New FP 療法とソラフェニブの治療成績の多施
設後ろ向き比較研究. 第 57 回日本肝臓学会総会. 
北海道. 2021/6/17 

318. 佐野有哉、井出達也、鳥村拓司. ミニオーラル（6）. 
C 型肝炎. C 型非代償性肝硬変に対するソホス
ブビル/ベルパタスビル治療後の肝予備能改善
に関する検討. 第 57 回日本肝臓学会総会. 北海
道. 2021/6/17 

319. 岩本英希、古賀浩徳、鳥村拓司. ワ−クショップ
（10）. 肝臓研究の frontline. 肝細胞癌における
癌血管特異的 micro RNA を利用した新規血管
新生抑制治療. 第 57 回日本肝臓学会総会. 北海
道. 2021/6/17 

320. 有永照子、高橋敦史、鳥村拓司. ワ−クショップ
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